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亀岡市広報紙「キラリ☆亀岡」（写真付きカラー版）６月号は、６月４日（日）新聞折り込み予定です

年齢 生年月日

65歳 昭和27年4月2日生～昭和28年4月1日生まれの人

70歳 昭和22年4月2日生～昭和23年4月1日生まれの人

75歳 昭和17年4月2日生～昭和18年4月1日生まれの人

80歳 昭和12年4月2日生～昭和13年4月1日生まれの人

85歳 昭和 7年4月2日生～昭和 8年4月1日生まれの人

90歳 昭和 2年4月2日生～昭和 3年4月1日生まれの人

95歳 大正11年4月2日生～大正12年4月1日生まれの人

100歳 大正 6年4月2日生～大正 7年4月1日生まれの人

この予防接種には法律上の義務はありません。ご本人が接種を希望される場合にのみ接種してください。
【実施期間】　平成29年4月1日（土）～平成30年3月31日（土）
【接種内容】　肺炎球菌ワクチンを使用し、筋肉または皮下に1回接種します。
【接種費用】　自己負担金4,000円（接種する医療機関へ直接お支払いください）
【自己負担金の免除申請について】
　　「市・府民税非課税世帯」および「生活保護世帯」の人は、接種を受ける前に、対象者宛て名前入りの予診
票を持参し、健康増進課で免除申請手続きをしてください。該当となる人には予診票に無料印を押印します。

　　免除申請手続きをされる場合は、本人確認できるもの（健康保険証、運転免許証など）を持参の上、保健
センターまでお越しください。接種を受ける医療機関に無料印のある予診票を提出することにより、自己
負担金の支払いが免除されます。
※医療機関で免除を申し出られても、無料印のある予診票が無い場合は、支払い免除されません。
　また、接種後の返金もできませんので、注意してください。

【接種申し込み方法】　実施協力医療機関に直接申し込んでください（要予約）。

この予防接種には法律上の義務はありません。ご本人が接種を希望される場合にのみ接種してください。
【実施期間】　平成29年4月1日（土）～平成30年3月31日（土）
【接種内容】　肺炎球菌ワクチンを使用し、筋肉又は皮下に1回接種します。
【接種費用】　自己負担金4,000円（接種する医療機関へ直接お支払いください）
【自己負担金の免除申請について】
　　「市・府民税非課税世帯」および「生活保護世帯」の人は、接種を受ける前に、対象者宛て名前入りの予診票を持参し、

健康増進課で免除申請手続きをしてください。該当となる人には予診票に無料印を押印します。
　　免除申請手続きをされる場合は、本人確認できるもの（健康保険証、運転免許証など）を持参の上、保健センターまで
お越しください。接種を受ける医療機関に無料印のある予診票を提出することにより、自己負担金の支払いが免除され
ます。

※医療機関で免除を申し出られても、無料印のある予診票が無い場合は、支払い免除されません。
また、接種後の返金もできませんので、注意してください。

【接種申込方法】　実施協力医療機関に直接お申込みください（要予約）。
＜平成29年度　高齢者用肺炎球菌実施医療機関一覧＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※上記の医療機関以外で接種を希望される場合は、事前に保健センターでの手続きが必要です。
　問健康増進課（亀岡市保健センター）TEL25-5004、FAX25-5128
（健康増進課）

亀岡市健康福祉部健康増進課
（亀岡市保健センター）
電　話　０７７１－２５－５００４
ＦＡＸ　０７７１－２５－５１２８

　平成29年度に接種対象となる人には、4月下旬に案内文と予診票をお送りしています。
※本来は、65歳の人に1回接種する予防接種ですが、既に65歳を超えられた人にも接種機会を設けるため、
生年月日ごとの接種可能年度が決められています。
※定期接種として接種できるのは、接種可能年度のみです。接種可能年度に接種できなかった場合、その後
の接種は任意接種扱い（全額自己負担）となります。
②特定の疾病に該当する人
　60歳以上65歳未満の人で、心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限され
る程度の障害を有する人およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程
度の障害を有する人で医師が必要と判断した人

【平成29年度に接種対象となる人】
①年度内に節目の各年齢となる市民

※注意してください！
　　過去に1度でも高齢者用肺炎球菌ワクチン（ニューモバックスNP）を接種されたことの
　ある人は、接種の対象外となります。

『高齢者用肺炎球菌』予防接種のお知らせ


